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「超高速・超並列ナノメカニクス」 

 

1.研究実施の概要 
 サブミクロンオーダの探針付きカンチレバーを一本、ないし数１００万本チップ上に作

製し、それを用いて、１００ＭＨｚ以上の固有振動数で作動する走査型プローブ顕微鏡、

オングストローム以下の振幅で探針の自励可能なラテラルフォース顕微鏡を作製した。カ

ンチレバーが原子質量分解能を有することを確認する目的で、透過型電子顕微鏡に装着さ

れる走査型力顕微鏡の設計を行った。パラレル作動による撮像、加工、物質検出の可能な

カンチレバーアレーとそのための光学系を実現した。 

 

2.研究実施体制 

  インスツルメンテーション・観測グループ 

① 研究分担グループ長：川勝英樹（東大生研、助教授） 

② 研究項目：各種計測方法、インスツルメンテーシヨンの実現 

 

  光源・光学グループ 

① 研究分担グループ長：目黒栄（ネオアーク（株）） 

② 研究項目：計測用光源の開発、光学系設計制作 

 

  ナノファブリケーショングループ 

① 研究分担グループ長：小林大（ＪＳＴ、研究員） 

② 研究項目：シングルナノカンチレバー、マルチナノカンチレバー、生体計測用        

カンチレバーアレーの実現 


